
　

日
本
脳
神
経
外
科
学
会
は
、
１
９

４
８
年
日
本
脳
・
神
経
外
科
研
究
会

と
し
て
発
足
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
尽
力
と
知
恵
に

よ
り
、
医
学
界
の
中
で
も
開
明
性
、

先
駆
性
、
合
理
性
を
持
っ
た
学
会
と

し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
専
門
医
制
度
は
66
年
に
日
本

の
医
学
会
で
は
２
番
目
に
創
設
し
、

学
会
の
中
心
的
業
務
と
位
置
づ
け
、

多
く
の
工
夫
や
努
力
で
公
平
性
、
透

明
性
を
持
っ
た
制
度
を
構
築
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

脳
神
経
外
科
の
診
療
領
域
は
、
ま

ず
予
防
と
し
て
の「
脳
ド
ッ
ク
」、
急

性
期
疾
患
と
し
て
の
「
腫
瘍
（
が
ん
）」
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外
科
医
の
目
と
技
を
持
つ

神
経
系
の
総
合
医

脳・脊髄・末梢神経
予防から社会復帰まで支える
脳神経外科医

国民とともに歩む日本脳神経外科学会

非常に高度な知識や技量、経験を持つとして学会が認定する専門医。
日本脳神経外科学会はこれまで５０年にわたり
7500人以上の専門医を世に送り出し、日本の医療現場を支えてきた。
今後、より高度な水準が求められる同領域において
学会はこれからも指導的な役割を果たしていく。
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い
ち
早
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
導
入
で

経
験
重
視
の
専
門
医
制
度
を
実
現

Ｖ
Ｒ
や
Ａ
Ｉ
、ロ
ボ
ッ
ト
利
用
に
よ
り

安
全
で
正
確
な
脳
神
経
外
科
を
実
現

高い理念と熱い情熱を胸に前へ

　

１
９
４
８
年
に
誕
生
し
た
日
本
脳

神
経
外
科
学
会
は
、
２
０
１
６
年
９

月
現
在
、
会
員
総
数
９
５
６
７
人
を

数
え
、
こ
れ
ま
で
に
独
自
の
専
門
医

制
度
に
よ
り
７
５
０
０
人
以
上
の
専

門
医
を
世
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

総
合
的
か
つ
専
門
的
知
識
と
、
高
度

な
治
療
・
診
断
技
術
を
持
つ
脳
神

経
外
科
専
門
医
を
一
言
で
表
せ
ば

「
外
科
医
の
目
と
技
を
持
っ
た
神
経

系
総
合
医
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
日
本

で
は
専
門
医
制

度
の
枠
組
み

に
つ
い
て
見
直

し
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後

は
学
会
ご
と
の

独
自
の
制
度
で

は
な
く
、
日
本
専
門
医
機
構
が
介
在

す
る
制
度
へ
、
ま
た「
基
本
領
域
」と

「
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
領
域
」

の
２
段
階
制
に
転
換
さ
れ
る
予
定
で

す
。
こ
れ
か
ら
専
門
医
を
目
指
す
医

師
は
、
19
あ
る
基
本
領
域
の
資
格
を

ま
ず
取
得
し
、
後
に
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ

リ
テ
ィ
ー
領
域
の
資
格
を
取
得
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
制
度
で
脳
神

経
外
科
は
、
基
本
領
域
専
門
医
の
一

角
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

診
療
範
囲
が
極
め
て
広
い
こ
と
も
、

脳
神
経
外
科
医
の
特
徴
で
す
。
狭
義

の
脳
外
科
で
あ
る
外
科
手
術
は
も
ち

ろ
ん
、
脳
卒
中
や
救
急
、
神
経
放
射

線
、脳
ド
ッ
ク
、さ
ら
に
は
予
防
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、多
岐

に
わ
た
り
ま
す
（
図
）
。
例
え
ば
脳

ド
ッ
ク
へ
の
関
与
は
高
く
、脳
ド
ッ
ク

施
設
の
３
分
の
２
以
上
に
脳
神
経
外

科
医
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
調
査

か
ら
明
ら
か
で
す
。
ま
た
、
急
性
期
脳

梗
塞
に
対
す
る
血
栓
溶
解
療
法
に

つ
い
て
も
、
そ
の
症
例
の
６
割
か
ら

　

日
本
脳
神
経
外
科
学
会
で
は
、
２

０
１
１
年
か
ら
専
門
医
制
度
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
制
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
制
は
新
し
い
専
門
医
制

度
で
も
採
用
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、

当
学
会
は
そ
れ
を
先
取
り
し
た
格
好

と
な
り
ま
し
た
。
導
入
の
成
果
と
し

て
、
認
定
制
度
の
透
明
性
が
よ
り
高

く
な
っ
た
こ
と
と
、

制
度
自
体
が
知
識

偏
重
か
ら
経
験
重

視
の
も
の
へ
と
変

わ
っ
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

具
体
的
な
制
度

で
す
が
、
卒
業
後

２
年
間
の
臨
床
研

　

脳
神
経
外
科
は
手
法
や
機
器
の
技

術
的
革
新
と
と
も
に
大
き
な
発
展
を

遂
げ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
脳
神
経

外
科
を
進
歩
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
４
つ

の
分
野
を
紹
介
し
ま
す
。

　

１
つ
目
は
ゲ
ノ
ム
診
断
と
テ
ー

ラ
ー
メ
ー
ド
医
療
で
す
。
こ
れ
は
疾

病
特
有
の
遺
伝
子
な
ど
を
探
索
し
、

そ
れ
に
応
じ
た
薬
を
投
与
す
る
手
法

で
、
多
く
の
医
療
分
野
で
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
脳
腫
瘍
や
髄
膜
腫
、
血

（図）医用画像からＣＧを作成したＶＲ手術シミュレーション

（図）日本の脳神経外科医の診療範囲
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「
脳
卒
中
」「
頭
部
外
傷
」「
脳
脊
髄
感

染
症
」、機
能
的
疾
患
と
し
て
の
「
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
、
て
ん
か
ん
等
」「
脊
髄

脊
椎
疾
患
」「
脳
脊
髄
の
救
急
医
療
」、

ま
た
診
断
医
療
と
し
て
「
神
経
放
射

線
診
断
」「
神
経
病
理
」、
社
会
復
帰

医
療
と
し
て
「
神
経
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」、
さ
ら
に
認
知
症
専
門
医
を

補
助
す
る「
脳
神
経
外
科
認
知
症
医
療
」

等
に
わ
た
っ
て
お
り
、
脳
、
脊
髄
、

末
梢
（
ま
っ
し
ょ
う
）
神
経
に
関
わ

る
す
べ
て
の
予
防
医
療
、急
性
期
医
療
、

社
会
復
帰
医
療
の
広
範
囲
に
及
び
ま

す
。
本
学
会
は
厚
生
労
働
省
が
認
定

し
て
い
る
19
の「
基
本
診
療
領
域
」の

一
つ
に
位
置
す
る
学
会
で
す
。
す
べ
て

の
医
科
大
学
、医
学
部
に
講
座
が
あ
り
、

「
脳
・
脊
髄
に
生
じ
る
疾
患
の
予
防
、

急
性
期
治
療
、
慢
性
期
治
療
」
に
網

羅
的
に
対
応
で
き
る
診
療
科
で
す
。

　

歴
史
的
に
学
会
の
役
割
は
、「
学
問

を
発
展
、
向
上
さ
せ
る
こ
と
」
が
主

な
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
が
、
学
会

活
動
の
中
心
に
な
る
こ
と
は
論
を
ま

ち
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
会
は
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
業
集
団
の
団
体

で
す
。
国
民
の
健
康
に
寄
与
す
る
事

を
眼
目
に
、
学
会
員
の
日
常
業
務
、

す
な
わ
ち
医
療
、
研
究
、
教
育
を
援

助
し
保
護
す
る
役
割
を
従
来
以
上
に

果
た
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
社
会
へ
の
情
報
発
信
も
具
体

的
に
す
べ
き
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
日
本
脳
神
経
外
科
学
会
の

会
員
は
高
い
理
念
と
熱
い
情
熱
を
抱

い
て
、
脳
脊
髄
神
経
疾
患
の
診
療
、

研
究
、
教
育
に
日
々
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
国
民
か
ら
見
て
も
分
か
り
や

す
く
、信
頼
さ
れ
、
学
会
員
か
ら
も「
会

員
で
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
学
会
運

営
を
テ
ー
ゼ
と
致
し
ま
す
。
日
本
脳

神
経
外
科
学
会
は
、
国
民
に
寄
り
添

い
、
学
会
員
の
自
立
、
自
律
、
自
浄

を
助
け
、
我
が
国
の
脳
神
経
外
科
医

療
の
一
層
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

８
割
は
脳
神
経
外
科
医
が
担
当
し
て

い
る
と
い
っ
た
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
脳
神
経
外
科
医
し
か
担
え

な
い
領
域
も
あ
り
ま
す
。
脳
や
脊
髄

の
外
科
的
手
術
は
そ
の
代
表
で
、
脳

腫
瘍
や
脳
血
管
障
害
、
外
傷
、
中
枢

神
経
系
の
奇
形
、
水
頭
症
に
対
す
る

手
術
、
あ
る
い
は
脊
髄
脊
椎
機
能

的
手
術
や
血
管
内
手
術
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
術
が
年
間
合
計
約
24
万
件

も
脳
神
経
外
科

医
の
手
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
当
学
会

は
こ
れ
ま
で
継

続
し
て
き
た
国

民
の
脳
と
脊
髄

を
守
る
活
動
を
、

今
後
も
ま
す
ま

す
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

修
を
終
え
た
医
師
を
対
象
に
、
基
幹

施
設
や
連
携
施
設
な
ど
で
研
修
を
実

施
。
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
た

経
験
目
標
を
達
成
し
た
後
、
筆
記
試

験
と
口
頭
試
問
に
合
格
す
る
こ
と
で

認
定
さ
れ
ま
す
。
試
験
問
題
は
限
ら

れ
た
委
員
の
み
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

秘
匿
性
が
高
く
、
ま
た
難
問
奇
問
と

い
っ
た
不
適
当
問
題
を
排
す
る
仕
組

み
も
作
り
ま
し
た
。
口
頭
試
問
で
は

試
験
官
に
よ
る
不
必
要
な
誘
導
や
圧

迫
が
な
い
よ
う
監
督
官
に
よ
る

チ
ェ
ッ
ク
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

専
門
医
試
験
の
合
格
率
は
、
現
在

70
％
強
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
格
率

は
専
門
医
の
数
の
動
向
を
見
な
が
ら

増
減
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

質
を
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、

十
分
な
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
全
医
師
の
都
道
府
県

格
差
が
約
２
倍
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
専
門
医
で
あ
る
脳
神
経
外
科

医
の
格
差
は
そ
れ
と
同
等
で
、
非
常

に
均
て
ん
化
が
進
ん
だ
臨
床
科
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　

専
門
医
制
度
は
、
脳
神
経
外
科
専

門
医
の
質
を
担
保
す
る
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
同
制
度
が
国
民
の
健
康

に
寄
与
し
、
地
域
医
療
の
安
定
化
に

貢
献
、
さ
ら
に
技
術
や
知
見
の
世
界

へ
の
発
信
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

管
芽
腫
、
脳
血
管
障
害
の
遺
伝
的
背

景
な
ど
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て

お
り
、
い
ず
れ
治
療
に
役
立
て
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
医
学
と
工
学
と
の
連
携

に
よ
る
機
器
で
す
。
す
で
に
多
く
の

病
院
で
用
い
ら
れ
て
い
る
術
中
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
手
術
中

に
患
者
の
病
変
部
や
器
具
の
位
置
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
、
か
つ
立
体
的
に
描

き
出
せ
る
機
器
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス（
Ｃ
Ｇ
）に
よ
る

手
術
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
現
実
と

な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
磁
気
共

鳴
画
像
装
置
（
Ｍ

Ｒ
Ｉ
）
な
ど
の
情

報
か
ら
病
変
部
の

Ｃ
Ｇ
を
描
き
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
（
Ｖ
Ｒ
）
で
手
術
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
（
図
）。
こ
れ
は

手
術
の
安
全
性
に
寄
与
す
る
ほ
か
、

医
学
教
育
に
も
貢
献
し
ま
す
。
脳
神

経
外
科
用
の
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
や
人
工

知
能（
Ａ
Ｉ
）
を
組
み
合
わ
せ
た
、自

動
手
術
の
研
究
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
ブ
レ
イ
ン
マ
シ
ン
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
の
利
用
。

こ
れ
は
脳
が
発
す
る
信
号
を
セ
ン

サ
ー
が
読
み
取
り
、
体
外
の
装
置
が

そ
れ
を
解
読
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
器
を

動
か
す
技
術
で
す
。
考
え
た
だ
け
で

動
く
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
が
す
で
に
登

場
し
て
お
り
、
今
後
が
楽
し
み
で
す
。

　

４
つ
目
は
細
胞
療
法
と
ウ
イ
ル
ス

療
法
で
す
。
細
胞
療
法
と
は
、
人
の

細
胞
を
培
養
し
、
疾
病
の
治
療
を
行

う
こ
と
を
指
し
ま
す
。
脳
梗
塞
や
脊

髄
損
傷
の
治
療
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用

い
た
脳
再
生
療
法
な
ど
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
遺
伝
子
操
作
に

よ
っ
て
改
変
し
た
ウ
イ
ル
ス
を
腫
瘍

細
胞
に
感
染
さ
せ
て
腫
瘍
を
退
治
す

る
の
が
ウ
イ
ル
ス
療
法
で
す
。
現
在
、

脳
腫
瘍
に
対
す
る
臨
床
試
験
が
第
２

フ
ェ
ー
ズ
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
技
術
や
機
器
が
、
脳
神

経
外
科
の
発
展
を
促
し
、
国
民
の
健

康
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
す
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。


